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既存のイノシシ、シカ用
フェンスに「おじろ用心棒」
を追加して、サル対策に

伊賀市子延地区

N地区のH22年とH24の全獣害の比較（集落柵と追い払いの効果）

102カ所

被害指数353

金額換算

820万円

21カ所

被害指数36

金額換算

３２万円

伊賀市下阿波

追い払いの研修会

■サルに恐怖感を学習
させる

■食べられないという
学習

＝この場所を避ける

①サルが侵入した
場所に集まり

②サルが集落から出
るまで集団で追い払う

効果が出た追い払いの行動様式
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S地区のH２０年とH23の全獣害の比較

※サルによる食害（H18、H19年度H地区集落調査より）

７６カ所

被害指数227

金額換算

450万円

２２カ所

被害指数50

金額換算

82万円

被害があった農地の数
や被害程度も改善した

伊賀市阿波地域

７集落の学校区

同一群内の複数集落に取り組みが広がると・・・

追い払い＋おじろ用
心棒

追い払い中心

H20 被害対策なし
H25 広域での被害対策進展
H27 個体数削減後

集落への出没率（林縁を含む目視率）は大幅に低下

出没環境の変化

※15回／月、200回／年程度のテレメトリー調査時の目視、利用環境調査より

伊賀市阿波地域（H25年度大臣賞受賞）
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「適切に」捕獲する

そのうえで
相生市小河集落

中程度密度？地域での
集落主体防護+捕獲モデル

しかし、進入する
加害個体も増加

この前後から
集落支援開始

（研究的にはアクションリサーチ）
罠は地域でこまめに移設
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加害個体を捕獲！

センサーの実証試験も兼ねている

加害個体を捕獲！

小河集落の捕獲数推移（シカ＋イノシシ）

場所の改善×技術向上で集落の捕獲数は増える
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H29 H30 R1 R2

総捕獲数
360万円

5万円

専業農家も被害が減った

「すごく」良くなった
「電気柵をしなくても我慢できるレベルまで（被害が）減った」
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■獣害は、集落皆の問題なので、（防護柵も捕獲も）皆で協力し合おう

■被害は（完全になくなってるわけではないが）去年の農業共済は「ゼロ」だった

ネットワークカメラ
投光器

ソーラーパネル
バッテリーボックス
制御ボックス
電子トリガー

ICTによる大型檻・罠の遠隔監視・操作システム
～クラウドまるみえホカクン～
共同開発：鳥羽商船高専、（株）アイエスイー

大型箱罠（移動可能）

特許申請中

箱罠用の小型センサー＋
分解と移設が楽な檻の組み合わせ

広域に配備して
シカの集中的捕獲

捕獲不足数１００～１５０頭／年
１年で１６０頭、３年２か月で440頭

360頭

77頭

34

目標は維持

群群

シカは１０ｋｍ×１５ｋｍ範囲で１３０頭

268 276

282 286

287 296




